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1. 志望職種
フォレンジックサービス部門　アンチマネーロンダリングサービス

2. 志望動機

　私は邦銀、外資系証券会社にて外国為替の決済に携わってきました。邦銀では外国為替送金において個人の顧客の送金も受け付けていたためアンチ・マネーロンダリングの重要性が認知されていましたが、外資系金融機関においては日々相当な量の決済が行われるにも関わらず、現場レベルではその意識が徹底しているとはいえず、コンプライアンスを担当している専門部署はあるものの、会社全体のシステム管理をみると、簡単にリスクにさらされてしまう危険性のある状況だと感じていました。例えば、その判断は個人に任されており会社の管理体制としては十分でない、また例えば証券会社であれば、外国為替業務部ではなくても海外への送金は起こりえますが、なかなかシステム上そのすべてを網羅できているとはいえない、等です。

　その現状を見ていると、各金融機関では、アンチマネーロンダリングへの対策は重要課題として位置づけられていますが、その対応はまだまだ十分とはいえず、まだまだ改善の余地があると考えます。

　【そのアプローチ方法として、】現場の知識を活用しつつ、その企業単独ではなく、外部から各金融機関の状況を整理し、効果的にアドバイスを行っていくことで、顧客企業の、ひいては社会全体のリスク軽減へ貢献していきたいという思いから、アンチマネーロンダリングサービスプロフェッショナルを志望いたしました。
　また、【外部からのアドバイス業務というアプローチ方法を選択したのは、】JETROでのビジネスディベロップメント部のインターンの経験から、アドバイス業務により顧客企業の改善、変革に貢献することができるという、やりがいの大きさへの魅力が忘れられないことも理由のひとつです。

自分は金融機関の業務に精通していることを強みに、現場重視で金融機関へ積極的にアプローチしていきたいです。アンチマネーロンダリングの専門家として、法制度や国内外のアンチマネーロンダリング対策状況へ精通し、会社としてどういう取り組みが必要か、システム導入や現場の知識レベルの向上等、的確なアドバイスを行うことができるよう努力し、必ず貢献していけるよう邁進していく所存ですので、何卒、ご選考よろしくお願いいたします。
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